
鈴　

木　

正　

信

本
居
文
庫
所
蔵
『
国
造
本
紀
之
考
』
に
つ
い
て
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は
じ
め
に

　

筆
者
は
以
前
、『
先
代
旧
事
本
紀
』
巻
十
「
国
造
本
紀
」（
以
下
『
国
造
本
紀
』）
の
研
究
史
を
概
観
し
、
本
居
宣
長
（
一
七
三
〇
～

一
八
〇
一
）
の
研
究
を
そ
の
先
駆
と
位
置
づ
け
た（

（
（

。
江
戸
時
代
は
『
先
代
旧
事
本
紀
』
を
偽
書
と
す
る
見
方
が
主
流
で
あ
っ
た
が
、

宣
長
は
『
古
事
記
伝（

（
（

』
の
中
で
『
国
造
本
紀
』
に
は
独
自
の
内
容
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
述
べ
、
そ
の
史
料
性
を
高
く
評
価
し
た（

（
（

。

し
か
し
、
先
稿
で
は
『
国
造
本
紀
』
の
原
資
料
に
関
す
る
記
述
に
焦
点
を
当
て
た
た
め
、
宣
長
が
『
先
代
旧
事
本
紀
』
の
中
で
も
『
国

造
本
紀
』
の
い
か
な
る
点
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
詳
し
く
言
及
す
る
こ
と
が
か
な
わ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿

で
は
、
宣
長
が
著
し
た
『
国
造
本
紀
之
考
』
と
い
う
書
物
を
取
り
上
げ
た
い
。
は
じ
め
に
本
文
を
掲
出
し
、
つ
づ
け
て
上
記
の
点
に

つ
い
て
考
察
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

一　

翻
刻
『
国
造
本
紀
之
考
』

国
造
本
紀
之
考

吉
備
大
伯
国
造　
　
　

和
名
抄
に
大
邑
郡
あ
り
。

　

神
祝
命
七
世
孫
佐
紀
足
尼
と
見
ゆ
。

備
中
県
国
造　
　
　
　

和
名
抄
に
後
月
郡
県
主
〈
安
加
多
〉
郷
あ
り
。

　

神
祝
命
十
世
孫
明
石
彦
と
見
ゆ
。

長
門
阿
武
国
造　
　
　

和
名
抄
に
阿
武
郡
あ
り
。

　

神
祝
命
十
世
孫
味
波
々
命
と
見
ゆ
。
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○
此
味
波
々
命
と
次
に
挙
る
姓
氏
録
な
る
味
耳
尊
と
縁
な
き
や
考
ふ
べ
し
。

伊
予
久
味
国
造　
　
　

和
名
抄
に
久
米
郡
あ
り
。
是
な
ら
む
か
。

　

神
祝
尊
十
三
世
孫
伊
与
主
命
と
見
ゆ
。

○
姓
氏
録
に
久
米
直
高神

イ御
魂
命
八
世
孫
味
耳
命
之
後
也
と
見
ゆ
。
久
味
国
造
も
し
久
米
国
造
の
混
な
る
べ
く
は
、
神
祝
命
即

神
魂
命
に
て
、
大
伴
氏
の
同
祖
た
る
べ
き
に
や
。

肥
後
天
草
国
造　
　
　

和
名
抄
に
天
草
〈
安
万
久
佐
〉
郡
あ
り
。

　

神
祝
命
十
三
世
孫
建
嶋
松
命
と
見
ゆ
。

○
神
祝
て
ふ
事
の
例
は
、
神
代
紀
に
時
中
臣
遠
祖
天
児
屋
命
、
即
以
神
祝
祝
之
と
見
え
、
ま
た
神
功
紀
の
御
歌
に
、
少
御
神

之
豊
祝
々
廻
シ
神
祝
々
狂
シ
来
シ
御
酒
ゾ
と
あ
る
な
ど
も
考
へ
合
す
べ
く
な
ん
。

素
賀
国
造

○
素
賀
の
訓
、
分
り
難
し
。
此
国
造
遠
江
の
次
、
駿
河
の
前
に
あ
り
て
、
駿
河
国
造
と
同
く
物
部
氏
也
。
猶
ス
ル
ガ
と
読
べ

き
に
や
。

常
陸
筑
波
国
造　
　
　

和
名
抄
に
月
波
〈
都
木
波
〉
郡
あ
り
。

　

忍
凝
見
命
孫
阿
閇
色
命
と
見
ゆ
。

　

○
此
神
名
も
分
り
難
し
。

常
陸
久
目
国
造

○
此
郡
名
、
和
名
抄
に
な
し
。
国
造
ハ
物
部
氏
也
。

相一

模
師
長
国
造　
　
　

和
名
抄
に
余
綾
郡
磯
長
郷
あ
り
。

上二

総
須
志恵

イ国
造　
　
　

和
名
抄
に
周
淮
郡
あ
り
。

○
姓
氏
録
に
末
使
主
天
彦
根
命
子
彦
稲
勝
命
之
後
也
と
見
ゆ
是
也
。
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上三

総
馬
来
田
国
造　
　

�

和
名
抄
に
望
多
〈
末
宇
多
〉
郡
あ
り
て
、
書
紀
廿
八
に
大
伴
連
馬
来
田
て
ふ
人
名
を
、
同
廿
九
に
望ウ

マ

多ク
タ

と

有
り
。
是
望
多
即
馬
来
田
た
る
証
な
り
。

○
天
津
日
子
根
命
の
後
な
る
事
、
記
と
合
り
。

道四

奥
菊
多
国
造　
　
　

和
名
抄
に
菊
多
郡
あ
り
。

道五

尻
岐
閇
国
造　
　
　

和
名
抄
に
足
立
郡
安
岐
郷
あ
り
。
此
安
岐
と
岐
閇
と
同
き
。
縁
は
次
に
取
続
て
い
ふ
べ
し
。

○
天
津
日
子
根
命
の
後
な
る
事
、
記
と
合
り
。

陸六

奥
石
背
国
造　
　
　

和
名
抄
に
磐
瀬
郡
あ
り
。

陸七

奥
石
城
国
造　
　
　

和
名
抄
に
磐
城
郡
あ
り
。

　

以
上
七
国
、
並
ニ
建
許
呂
命
と
見
ゆ
。
皆
天
津
日
子
根
命
の
後
た
る
べ
し
。

○
此
七
国
と
合
て
一
段
と
す
。

陸
奥
染
羽
国
造

○
此
郡
名
、
和
名
抄
に
な
し
。

　

阿
岐
国
造
同
祖
、
十
世
孫
足
彦
命
と
見
ゆ
。

○
下
に
此
を
二
段
と
す
。

陸
奥
信
夫
国
造　
　
　

和
名
抄
に
信
夫
郡
あ
り
。

　

阿
支
国
造
同
祖
、
久
志
伊
宇
命
孫
久
麻
直
と
見
ゆ
。

○
下
に
此
を
三
段
と
す
。

陸
奥
白
河
国
造　
　
　

和
名
抄
に
白
河
〈
之
良
加
波
〉
郡
あ
り
。

　

天
田由

の

都誤
な

彦る
べ

命し

十
一
世
塩
伊
乃
巳
自
直
と
見
ゆ
。

○
下
に
此
を
四
段
と
す
。
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陸
奥
伊
久
国
造　
　
　

和
名
抄
に
伊
具
郡
あ
り
。

　

阿
岐
国
造
同
祖
、
十
世
孫
豊
嶋
命
と
見
ゆ
。

○
下
に
此
を
五
段
と
す
。

陸
奥
阿
尺
国
造　
　
　

和
名
抄
に
安
積
郡
あ
り
。

　

阿
岐
閇
国
造
同
祖
、
天
湯
津
彦
十
世
孫
比
止
祢
命
と
見
ゆ
。

○
下
に
此
を
六
段
と
す
。

陸
奥
思
国
造

○
郡
名
未
考
得
ず
。

　

阿
岐
閇
国
造
同
祖
、
志
久
麻
彦
と
見
ゆ
。

○
下
に
此
を
七
段
と
す
。

佐
渡
国
造

　

阿
支
国
造
同
祖
、
久
志
伊
麻
命
四
世
孫
大
荒
木
直
と
見
ゆ
。

○
下
に
此
を
八
段
と
す
。

安
岐
国
造

　

天
湯
津
彦
命
五
世
孫
絶
速
玉
命
と
見
ゆ
。

○
天
神
本
紀
に
天
湯
津
彦
命
、
安
芸
国
造
等
祖
と
見
ゆ
是
也
。

○
下
に
此
を
九
段
と
す
。

波
久
岐
国
造

○
郡
名
、
和
名
抄
に
な
し
。
阿
岐
の
後
、
周
防
の
前
に
あ
り
。

　

阿
岐
国
造
同
祖
、
金
波
佐
彦
孫
豊
玉
根
命
と
見
ゆ
。
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○
下
に
此
を
十
段
と
す
。

伊
予
怒
麻
国
造　
　
　

和
名
抄
に
野
間
郡
あ
り
。

　

阿
岐
国
造
同
祖
、
飽
速
玉
命
三
世
孫
若
弥
尾
命
と
見
ゆ
。

○
下
に
此
を
十
一
段
と
す
。

　

右
等
の
外
に
、

　

凡
河
内
国
造　
　

彦
己
曽
保
理
命
と
見
ゆ
。

　

山
城
国
造　
　
　

阿
多
根
命
と
見
ゆ
。

○
以
上
二
国
、
天
津
日
子
根
命
の
後
な
る
事
、
二
典
に
著
し
。

　

常
陸
茨
城
国
造

○
此
も
天
津
彦
根
命
の
後
な
る
事
、
姓
氏
録
及
常
陸
風
土
記
に
見
ゆ
。

　

周
防
国
造　
　

加
米
乃
意
美
と
見
ゆ
。

○
此
を
茨
城
同
祖
と
あ
り
て
且
記
に
も
天
津
日
子
根
命
の
後
と
せ
り
。

○
天
津
日
子
根
命
の
後
と
覚
ゆ
る
国
々
を
、
其
に
取
続
て
言
ふ
。
ま
つ
、
上
件
第
一
段
に
挙
く
る
相
模
ノ
師
長
よ
り
陸
奥
ノ
石
城

ま
で
ハ
、
並
ニ
建
許
呂
命
と
あ
れ
ハ
、
其
七
国
ハ
同
祖
也
。
次
に
、
第
二
段
な
る
陸
奥
ノ
染
羽
よ
り
第
十
一
段
な
る
伊
与
ノ
怒

麻
ま
で
ハ
、
多
く
阿
岐
閇
ま
た
阿
岐
ま
た
岐
閇
な
ど
と
あ
る
を
合
せ
按
ふ
に
、
何
レ
も
同
祖
に
て
其
言
ノ
本
ハ
安
芸
国
よ
り
出

た
る
も
の
と
覚
ゆ
ぞ
。
其
由
ハ
、
記
伝
の
阿
岐
国
多
祁
理
宮
ノ
段
の
説
に
、
阿
岐
は
山
陽
道
の
安
芸
国
也
と
有
り
て
、
名
義
山

城
国
相
良
郡
の
和
伎
ハ
、
崇
神
紀
に
よ
ら
ハ
、
和
君
也
。〈
武
埴
安
彦
ノ
段
に
見
ゆ
。〉
若
く
ハ
我
君
歟
。
安
芸
国
安
芸
郡
安
芸

郷
よ
り
出
た
る
国
名
な
る
べ
し
と
あ
る
□
□
。
ま
つ
、
阿
岐
ハ
我
君
な
る
事
を
知
る
べ
し
。
次
に
、
阿
岐
閇
と
云
ふ
ハ
、
景
行

紀
に
国
思
ま
す
大
御
歌
に
和
芸
幣
能
伽
多
由
と
あ
る
是
也
。
然
る
を
此
ハ
我
家
の
約
也
と
あ
る
ハ
、
即
心
得
そ
。
其
ハ
紀
に
よ

り
て
天
皇
の
大
御
歌
と
見
な
ハ
、
実
に
我
家
た
る
べ
け
れ
ど
も
、
己
の
心
に
ハ
和
芸
閇
ハ
我
君
家
〈
或
我
君
辺
。〉
た
る
べ
く
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覚
ゆ
れ
ハ
、
紀
の
伝
ハ
決
く
謬
に
て
、
其
ハ
記
に
倭
建
命
の
御
歌
と
あ
る
を
正
伝
と
定
て
、
阿
岐
閇
の
意
を
も
知
る
べ
し
。
次

に
、
岐
閇
と
の
み
云
る
を
も
、
上
ノ
条
々
に
よ
り
て
按
へ
ハ
、
則
君
家
な
る
を
知
る
べ
し
。
さ
れ
ハ
阿
岐
閇
を
岐
閇
と
云
ふ
ハ
、

発
語
の
阿
を
除
た
る
例
と
ハ
異
に
て
、
道
尻
岐
閇
と
云
ふ
も
、
も
と
安
芸
国
よ
り
縁
あ
り
て
陸
奥
国
安
達
郡
の
郷
名
安
岐
の
地

に
移
し
号
け
し
名
な
る
を
、
元
来
首
を
も
尾
を
も
省
き
て
云
ふ
言
な
れ
バ
、
記
及
国
造
本
紀
に
も
阿
を
省
て
岐
閇
と
伝
へ
し
也

け
し
。
如
此
見
る
時
ハ
、
阿
岐
及
陸
奥
ノ
白
河
、
同
ク
阿
尺
な
ど
に
見
え
た
る
天
湯
津
彦
命
、
即
天
津
彦
根
命
の
亦
名
た
る
べ

き
事
も
自
明
ら
け
し
。〈
ユ
ツ
ハ
五
百
都
と
同
言
な
る
に
よ
り
て
按
ふ
に
、
天
津
日
子
根
命
ハ
御
鬘
に
纒
せ
る
五
百
都
御
統
の

玉
よ
り
生
坐
し
な
れ
バ
、
天
湯
津
彦
命
と
申
奉
む
事
縁
あ
る
べ
し
。〉
さ
て
、
上
件
々
の
う
ち
第
二
段
に
挙
く
る
足
彦
命
ハ
一

国
の
祖
也
。
次
に
、
第
三
段
に
挙
く
る
久
志
伊
宇
命
と
、
第
八
段
に
挙
く
る
久
志
伊
麻
命
と
ハ
、
何
れ
か
一
方
ハ
誤
に
て
、
同

神
た
る
べ
く
覚
れ
ハ
、
此
ハ
二
国
の
祖
也
け
り
。
次
に
、
第
四
段
に
挙
く
る
天
田
都
彦
命
ハ
、
由
都
の
誤
た
る
べ
く
覚
る
と
、

第
六
段
及
第
九
段
に
挙
く
る
天
湯
津
彦
命
と
ハ
疑
な
く
、
同
神
と
覚
れ
ハ
、
此
ハ
三
国
の
祖
な
る
を
、
ま
た
因
に
按
ふ
に
、
彼

第
九
段
な
る
天
湯
津
彦
命
ノ
五
世
孫
絶
速
玉
命
と
第
十
一
段
に
挙
く
る
飽
速
玉
命
と
も
何
れ
か
一
方
ハ
誤
に
て
、
同
神
た
る
べ

く
覚
れ
ハ
、
都
て
は
四
国
同
祖
な
り
。
次
に
、
第
五
段
に
挙
く
る
豊
嶋
命
ハ
一
国
の
祖
也
。
次
に
、
第
七
段
に
挙
く
る
志
久
麻

彦
も
一
国
の
祖
也
。
次
に
、
第
十
段
に
挙
く
る
金
波
佐
彦
孫
豊
玉
根
命
も
一
国
の
祖
也
。
さ
れ
と
其
氏
々
悉
く
天
湯
津
彦
命
の

後
た
る
阿
岐
・
阿
岐
閇
・
岐
閇
三
部
の
内
に
係
出
れ
ハ
、
凡
て
ハ
同
祖
た
る
事
決
キ
か
り
け
里
。

美
作
国
造

○
所
見
な
し
。

穴
門
国
造

　

桜
井
⃝田

イ

部
連
同
祖
、
邇
伎
都
美
命
四
世
孫
連
都
鳥
命
と
見
ゆ
。

○
応
神
紀
に
桜
井
田
部
連
男
鉏
と
云
人
見
え
、
姓
氏
録
に
も
田
部
宿
禰
、
神
魂
命
五
世
孫
天
日
鷲
命
之
後
也
と
見
ゆ
。
ま
た
、

同
書
に
弓
削
宿
禰
、
出
レ

自
下

天
押
根
命
洗
御
手
水
中
化
生
神
邇
伎
都
麻
上

也
な
ど
も
見
え
た
り
。
此
は
異
氏
な
れ
ど
も
、
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邇
伎
都
美
と
邇
伎
都
麻
と
言
の
似
た
る
因
に
記
し
つ
る
。
之
よ
く
按
フ
べ
し
。

淡
路
国
造

　

神
皇
産
霊
尊
九
世
孫
矢
口
足
尼
と
見
ゆ
。

○
此
氏
人
考
ふ
べ
し
。

粟
国
造

　

高
皇
産
霊
尊
九
世
孫
千
波
足
尼
と
見
ゆ
。

○
同
上
。
蓋
神
代
紀
及
拾
遺
等
に
よ
れ
ば
、
天
日
鷲
命
な
ら
む
歟
。

土
佐
波
多
国
造　
　
　

和
名
抄
に
幡
多
〈
波
多
〉
郡
あ
り
。

　

天
韓
襲
命
依
二
神
教
一
云
々
と
見
ゆ
。

○
此
神
名
未
考
得
ず
。

伊
吉
嶋
造

　

新
羅
海
辺
人
天
津
水
凝
後
と
見
ゆ
。

○
姓
氏
録
に
壹
岐
直
天
児
屋
根
命
九
世
孫
雷
大
臣
之
後
と
あ
り
て
、
応
神
紀
に
壹
岐
直
真
根
子
と
い
ふ
人
見
ゆ
。

津
嶋
県
直

　

高
魂
尊
五
世
孫
建
弥
己
々
命
と
見
ゆ
。

○
姓
氏
録
に
津
島
朝
臣
、
速
魂
命
三
世
孫
天
児
屋
根
命
之
後
也
と
あ
り
て
、
光
仁
紀
に
栗
原
勝
子
公
言
に
子
公
等
先
祖
云
々
。

賀
郡
臣
、
神
功
皇
后
御
世
、
使
二
百
済
一
、
便
娶
二
彼
土
女
一
、
生
二
一
男
一
、
名
二
曰
本
大
臣
一
。
遥
尋
二
本
系
一
、
帰
二
聖
朝
一
云
々

と
あ
り
。
是
壹
岐
・
津
島
二
国
ノ
直
の
祖
な
り
や
。
も
し
さ
も
あ
れ
ハ
、
伊
吉
天
津
水
凝
後
即
津
島
ノ
建
弥
己
々
同
人
な

ら
む
も
亦
知
べ
か
ら
ず
。

葛
津
立
国
造　
　
　

和
名
抄
に
対
馬
下
県
郡
久
須
郷
あ
り
。
是
な
ら
む
歟
。
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紀
直
同
祖
、
大
名
草
彦
命
児
若
彦
命
と
見
ゆ
。

二　

概
要
と
底
本

『
国
造
本
紀
之
考
』
は
、
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
本
居
文
庫
の
所
蔵
で
あ
り（

（
（

、
マ
イ
ク
ロ
資
料
が
国
文
学
研
究
資
料
館（

（
（

や
早
稲

田
大
学
図
書
館（

（
（

な
ど
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
本
居
文
庫
は
、
宣
長
の
養
子
で
あ
る
大
平
（
一
七
五
六
～
一
八
三
三
）
の
系
統
に
伝
来

し
た
資
料
（
宣
長
の
自
筆
資
料
、
大
平
・
内
遠
・
豊
穎
の
資
料
、
門
人
の
資
料
な
ど
）
が
、
本
居
家
か
ら
南
葵
文
庫
な
ど
を
経
て
、
東
京

大
学
国
文
学
研
究
室
に
入
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
伝
来
の
経
緯
か
ら
か
、『
国
造
本
紀
之
考
』
は
こ
れ
ま
で
刊
行
さ
れ
た
『
本

居
宣
長
全
集
』
に
は
所
収
さ
れ
て
い
な
い
。

　

写
本
、
一
冊
。
縦
約
二
五
㎝
、
幅
約
一
七
㎝
。
計
七
丁
。
外
題
に
「
国
造
本
紀
考
」、
内
題
に
「
国
造
本
紀
之
考
」
と
あ
る
。
第

一
丁
オ
モ
テ
に
「
本
居
文
庫
」
の
印
、
第
七
丁
オ
モ
テ
に
「
東
京
大
学
」
の
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
奥
書
な
ど
は
付
さ
れ
て
お
ら
ず
、

成
立
年
は
未
詳
で
あ
る
が
、
宣
長
が
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
以
降
に
購
入
し
た
書
籍
を
記
載
す
る
『
宝
暦
二
年
以
後
購
求
謄
写
書

籍（
（
（

』
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
条
に
は
「
七
月　

一
、
旧
事
記　

一
、
古
事
記　

十
匁
二
分
」
と
あ
り
、
宣
長
は
こ
の
年
に
『
先
代

旧
事
本
紀
』
を
購
入
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
こ
れ
以
降
の
成
立
と
見
ら
れ
る
。

　

な
お
、
宣
長
が
購
入
し
た
こ
の
『
先
代
旧
事
本
紀
』
は
、
寛
永
二
十
一
年
（
一
六
四
四
）
に
開
板
さ
れ
た
版
本
（
以
下
、
寛
永
板

本（
（
（

）
で
あ
る
。
現
在
は
本
居
宣
長
記
念
館
に
所
蔵
さ
れ
、
国
指
定
重
要
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
。
十
巻
、
五
冊
。
袋
綴
。
濃
紺
表
紙
。

縦
二
七
・
五
㎝
、
横
一
九
・
五
㎝
。
第
一
冊
四
十
五
丁
、
第
二
冊
四
十
二
丁
、
第
三
冊
六
十
三
丁
、
第
四
冊
七
十
五
丁
、
第
五
冊
四

十
九
丁
。
外
題
（
題
簽
）
に
「
旧
事
本
紀
（
巻
数
）」、
柱
刻
に
「
旧
事
紀
（
巻
数
）（
丁
数
）」
と
あ
る
。「
鈴
屋
之
印
」
が
押
さ
れ
て

い
る（

（
（

。
江
戸
時
代
前
期
～
中
期
に
活
躍
し
た
神
道
家
の
大
山
為た

め

起お
き

（
一
六
五
一
～
一
七
一
三
）
の
旧
蔵
本
で
あ
り
、
そ
れ
が
の
ち
に

松
尾
大
社
社
司
の
山
田
氏
の
所
蔵
と
な
り（

（1
（

、
そ
こ
か
ら
市
中
へ
流
出
し
た
も
の
を
京
都
に
て
宣
長
が
購
入
し
た
と
見
ら
れ
る（

（1
（

。
識
語
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（
宣
長
自
筆
）
に
は
「
宝
暦
十
四
年
正
月
、
以
二

度
会
延
佳
本
一

校
合
之
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
宣
長
は
寛
永
版
本
を
底
本
と
し
、
宝

暦
十
四
年
（
一
七
六
四
）
に
「
度
会
延
佳
本
」（『
鼇
頭
旧
事
紀（
（1
（

』）
と
校
合
を
行
い
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
を
も
と
に
考
証
を
行
っ
た
こ
と

が
分
か
る
。

三　

校
訂

『
国
造
本
紀
之
考
』
の
特
徴
に
つ
い
て
、
ま
ず
校
訂
に
関
す
る
点
を
確
認
し
た
い
。『
国
造
本
紀
之
考
』
で
は
、
文
字
の
異
同
が
あ

る
場
合
は
、
底
本
と
し
た
寛
永
版
本
の
文
字
を
基
本
的
に
採
用
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
吉
備
大
伯
国
造
条
に
見
え
る
「
神
祝
命
」
は
、

寛
永
版
本
は
「
神
祝
命
」
に
作
る
の
に
対
し
、『
鼇
頭
旧
事
紀
』
で
は
「
神
魂
命
」
に
作
っ
て
い
る
が
、『
国
造
本
紀
之
考
』
で
は
寛

永
版
本
の
「
神
祝
命
」
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
て
い
る
。
同
様
の
例
は
多
く
見
ら
れ
る
。
逆
に
、
陸
奥
白
河
国
造
条
に
「
天
田
都
彦
命

十
一
世
」
と
あ
り
、
こ
の
箇
所
は
文
意
に
よ
れ
ば
「
十
一
世
孫
」
に
作
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
寛
永
版
本
は
「
孫
」
を
脱
し
て

お
り
（『
鼇
頭
旧
事
紀
』
も
同
じ
）、
こ
れ
を
踏
襲
し
て
『
国
造
本
紀
之
考
』
で
も
「
孫
」
を
記
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
す

る
と
、
宣
長
は
寛
永
版
本
の
文
字
の
ま
ま
で
文
意
が
通
じ
る
場
合
に
は
、
文
字
を
訂
正
し
た
り
、
補
っ
た
り
す
る
こ
と
な
く
、
原
則

と
し
て
寛
永
版
本
の
文
字
を
尊
重
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

た
だ
し
、
こ
の
原
則
に
当
て
は
ま
ら
な
い
例
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
は
、
以
下
の
①
か
ら
④
に
分
類
さ
れ
る
（
紙
幅
の

都
合
上
、
そ
れ
ぞ
れ
一
例
の
み
挙
げ
て
お
く
）。

①『
鼇
頭
旧
事
紀
』
の
文
字
を
採
用
し
て
い
る
場
合
。

陸
奥
伊
久
国
造
条
に
「
阿
岐
国
造
」
と
あ
る
。
こ
の
箇
所
は
、
寛
永
版
本
は
「
阿
波
国
造
」
に
作
る
の
に
対
し
、『
鼇
頭
旧

事
紀
』
は
「
阿
岐
国
造
」
に
作
る
。

②
寛
永
版
本
の
文
字
を
採
用
し
て
い
る
が
、『
鼇
頭
旧
事
紀
』
の
文
字
を
注
記
し
て
い
る
場
合
。
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上
総
須
志
国
造
条
で
は
、
国
造
名
を
「
須
志
国
造
」
と
し
、「
志
」
の
右
傍
に
「
恵
イ
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
箇
所
は
、

寛
永
版
本
は
「
須
志
国
造
」
に
作
る
の
に
対
し
、『
鼇
頭
旧
事
紀
』
は
「
須
恵
国
造
」
に
作
る
。

③
寛
永
版
本
・『
鼇
頭
旧
事
紀
』
に
は
な
い
文
字
を
、
文
意
を
勘
案
し
て
補
っ
て
い
る
場
合
。

陸
奥
染
羽
国
造
条
に
「
阿
岐
国
造
同
祖
」
と
あ
る
。
こ
の
箇
所
は
、
寛
永
版
本
・『
鼇
頭
旧
事
紀
』
に
は
「
阿
岐
国
造
祖
」

と
あ
る
。

④
寛
永
版
本
・『
鼇
頭
旧
事
紀
』
の
文
字
を
、
文
意
を
勘
案
し
て
改
め
て
い
る
場
合
。

「
道
尻
岐
閇
国
造
」
と
あ
る
が
、
こ
の
箇
所
を
寛
永
板
本
は
「
道
江
岐
閇
国
造
」
に
作
り
、『
鼇
頭
旧
事
紀
』
で
は
「
道
口
岐

閇
国
造
」
に
作
る
。
後
続
し
て
「
天
津
日
子
根
命
の
後
な
る
事
、
記
と
合あ

へ

り
」
と
あ
る
よ
う
に
、『
古
事
記
』
神
代
上
が
「
道

尻
岐
閇
国
造
」
に
作
る
こ
と
を
参
照
し
て
、
こ
の
表
記
に
し
た
が
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
宣
長
が
『
鼇
頭
旧
事
紀
』
と
の
比
較
に
も
と
づ
い
て
考
証
を
加
え
た
箇
所
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

四　

国
造
の
始
祖
と
同
祖
関
係

『
国
造
本
紀
之
考
』
で
は
、
先
行
す
る
『
鼇
頭
旧
事
紀
』
の
よ
う
に
『
国
造
本
紀
』
所
載
の
全
て
の
国
造
に
注
釈
を
加
え
る
の
で

は
な
く
、
計
三
七
の
国
造
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
考
証
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
『
古
事
記
』
や
『
日
本
書
紀
』
に
見
え
る
国
造

を
順
に
取
り
上
げ
る
な
ど
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
い
か
な
る
基
準
で
選
択
さ
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
掲
載
順
に
関
し
て
は
、

地
域
や
同
祖
関
係
（
後
述
）
に
よ
る
お
お
ま
か
な
ま
と
ま
り
は
見
出
せ
る
も
の
の
、
必
ず
し
も
『
国
造
本
紀
』
の
配
列
に
し
た
が
っ

て
は
い
な
い
。
お
そ
ら
く
、
宣
長
が
関
心
を
持
っ
た
国
造
を
適
宜
取
り
上
げ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

考
察
対
象
は
、
国
造
の
始
祖
や
国
造
間
の
同
祖
関
係
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、『
国
造
本
紀（

（1
（

』
大
伯
国
造
条
に
は
「
軽

嶋
豊
明
朝
御
世
、
神
魂
命
七
世
孫
佐
紀
足
尼
、
定
二
賜
国
造
一
」
と
あ
る
の
に
対
し
、『
国
造
本
紀
之
考
』
吉
備
大
伯
国
造
条
に
は
「
神
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祝
命
七
世
孫
佐
紀
足
尼
と
見
ゆ
」
と
あ
る
。
こ
の
箇
所
で
は
、『
国
造
本
紀
』
の
「
軽
嶋
豊
明
朝
御
世
」
と
「
定
二

賜
国
造
一
」
の
部

分
を
捨
象
し
、「
神
魂
命
七
世
孫
佐
紀
足
尼
」
の
部
分
だ
け
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

　

ま
た
、
吉
備
大
伯
国
造
条
に
続
け
て
、
備
中
県
国
造
条
、
長
門
阿
武
国
造
条
、
伊
予
久
味
国
造
条
、
肥
後
天
草
国
造
条
を
取
り
上

げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
神
祝
命
（
神
祝
尊
）
の
後
裔
を
称
す
る
国
造
で
あ
り
、
同
祖
関
係
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　

同
様
に
、
相
模
師
長
国
造
条
か
ら
周
防
国
造
条
ま
で
は
、
天
津
彦
根
命
（
天
津
日
子
根
命
）
お
よ
び
建
許
呂
命
の
後
裔
を
称
す
る

国
造
、
も
し
く
は
阿
岐
国
造
（
阿
支
国
造
）
と
同
祖
と
さ
れ
る
国
造
を
ま
と
め
て
掲
出
し
て
お
り
、
相
模
師
長
国
造
か
ら
陸
奥
石
城

国
造
ま
で
の
七
国
造
を
「
七
国
と
合
て
一
段
と
す
」、
陸
奥
染
羽
国
造
を
「
下
に（

（1
（

此
を
二
段
と
す
」
と
い
う
よ
う
に
、
計
十
一
段
（
一

一
の
グ
ル
ー
プ
）
に
分
類
し
た
上
で
、
後
段
で
詳
し
く
論
じ
て
い
る
。

　

考
証
の
過
程
で
は
、『
古
事
記
』・『
日
本
書
紀
』・『
新
撰
姓
氏
録
』・『
風
土
記
』・『
古
語
拾
遺
』
と
の
比
較
を
行
っ
て
い
る
。
た

と
え
ば
、
上
総
馬
来
田
国
造
条
に
は
「
天
津
日
子
根
命
の
後
な
る
事
、
記
と
合
り
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、『
古
事
記
』
神
代
上
に
「
次
、

天
津
日
子
根
命
者
〈
凡
川
内
国
造
・
額
田
部
湯
坐
連
・
茨
木
国
造
・
倭
田
中
直
・
山
代
国
造
・
馬
来
田
国
造
・
道
尻
岐
閇
国
造
・
周

芳
国
造
・
倭
淹
知
造
・
高
市
県
主
・
蒲
生
稲
寸
・
三
枝
部
造
等
之
祖
也
。〉」
と
あ
り
、
こ
の
記
事
に
合
致
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て

い
る
。

　

一
方
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
宣
長
は
『
国
造
本
紀
』
の
条
文
の
中
で
も
、
国
造
の
始
祖
や
国
造
間
の
同
祖
関
係
に
関
心
が
あ
り
、

国
造
の
設
置
時
期
や
「
定
二
賜
国
造
一
」
の
文
言
を
考
察
対
象
か
ら
外
し
て
い
る
が
、
そ
の
た
め
に
誤
解
が
生
じ
て
い
る
箇
所
が
見
受

け
ら
れ
る
。
そ
れ
は
以
下
の
二
点
で
あ
る
。

・
土
佐
波
多
国
造
条
に
は
「
天
韓
襲
命
依
二

神
教
一

云
々
と
見
ゆ
」
と
あ
る
。
こ
の
箇
所
は
、『
国
造
本
紀
』
波
多
国
造
条
に
は
「
瑞

籬
朝
御
世
、
天
韓
襲
命
依
二

神
教
云
一
、
定
二

賜
国
造
一
」
と
あ
り
、「
瑞
籬
朝
御
世
に
、
天
韓
襲
命
を
神
の
教
へ
て
云
ふ
に
依
り
て

国
造
に
定
め
賜
ふ
」
と
読
む
の
が
妥
当
で
あ
る
。
し
か
し
、
宣
長
は
「
定
二
賜
国
造
一
」
を
考
察
対
象
か
ら
外
し
た
た
め
に
、「
云
」
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を
「
云
々
」
の
意
味
に
誤
解
し
た
か
、
あ
る
い
は
「
云
」
の
文
字
ま
で
引
用
す
べ
き
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
以
下
を
「
云
々
」

と
し
て
省
略
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

・
伊
吉
嶋
造
条
に
は
「
新
羅
海
辺
人
天
津
水
凝
後
と
見
ゆ
」
と
あ
る
。
こ
の
箇
所
は
、『
国
造
本
紀
』
伊
吉
嶋
造
条
で
は
「
磐
余
玉

穂
朝
、
伐
二

石
井
従
者
新
羅
海
辺
人
一
、
天
津
水
凝
後
上
毛
布
直
造
」
と
あ
り
、「
磐
余
玉
穂
朝
に
、
石
井
に
従し

た
が者
へ
る
新
羅
の
海

辺
の
人
を
伐
つ
天
津
水
凝
の
後
の
上か

み
つ
み
け

毛
布
直
を
造
と
す
」
と
読
む
の
が
妥
当
で
あ
る
。
し
か
し
、
宣
長
は
初
代
の
国
造
に
任
命
さ

れ
た
人
物
に
注
目
し
た
た
め
に
、「
伐
二
石
井
従
者
」
の
文
言
を
考
察
対
象
か
ら
外
し
て
し
ま
い
、
そ
の
結
果
と
し
て
「
新
羅
海
辺

人
」
が
す
な
わ
ち
「
天
津
水
凝
」
で
あ
る
と
誤
解
し
て
い
る
。

　

も
と
よ
り
、
こ
う
し
た
誤
解
は
全
体
か
ら
見
れ
ば
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
。
宣
長
は
『
国
造
本
紀
』
の
記
載
内
容
を
他
書
と
比
較
し

た
上
で
、
そ
の
記
述
の
信
憑
性
を
確
認
す
る
と
い
う
方
法
を
と
っ
て
お
り
、
そ
の
点
で
は
綿
密
な
史
料
批
判
を
行
っ
て
い
る
と
言
え

る
。

五　

国
造
の
所
在
地
と
配
列

　

宣
長
は
、
国
造
の
所
在
地
や
配
列
に
関
し
て
も
検
討
を
加
え
て
い
る
。
比
定
地
の
推
定
は
、
先
行
す
る
『
鼇
頭
旧
事
紀
』
で
す
で

に
行
わ
れ
て
い
た
作
業
で
あ
り
、
そ
れ
を
踏
襲
し
て
宣
長
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
、
吉
備
大
伯
国
造
条
で
は
、
国
造
名
の
下
に
「
和
名
抄
に
大
邑
郡
あ
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、『
和
名
類
聚
抄
』
を
参
照

し
て
所
在
地
を
確
認
し
て
い
る
。「
吉
備
大
伯
国
造
」
や
「
長
門
阿
武
国
造
」
の
よ
う
に
、
所
在
す
る
国
名
を
国
造
名
に
冠
す
る
場

合
も
あ
る
。
た
だ
し
、『
国
造
本
紀
』
の
「
吉
備
中
県
国
造
」
を
、『
国
造
本
紀
之
考
』
で
は
「
備
中
県
国
造
」
と
し
て
い
る
箇
所
も

あ
り
、
令
制
以
前
の
国
名
を
冠
す
る
か
、
令
制
国
名
を
冠
す
る
か
は
、
統
一
が
は
か
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
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ま
た
、
常
陸
久
目
国
造
条
に
は
「
此
郡
名
、
和
名
抄
に
な
し
」、
陸
奥
思
国
造
条
に
は
「
郡
名
未
考
得
ず
」、
波
久
岐
国
造
条
に
は

「
郡
名
、
和
名
抄
に
な
し
」
と
あ
り
、
こ
れ
ら
の
国
造
に
関
し
て
は
所
在
地
不
明
と
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
常
陸
久
目
国
造
」・「
陸

奥
思
国
造
」
は
、『
国
造
本
紀
』
に
は
久
自
国
造
・
思
国
造
と
あ
り
、
前
者
は
常
陸
国
久
慈
郡（

（1
（

、
後
者
は
陸
奥
国
志
太
郡
志
太
郷
を

中
心
と
す
る
地
域（

（1
（

に
、
そ
れ
ぞ
れ
所
在
し
た
と
見
ら
れ
る（

（1
（

。
波
久
岐
国
造
の
所
在
地
は
確
定
し
な
い
が
、
周
防
国
吉
敷
郡（

（1
（

な
ど
の
説

が
出
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、『
国
造
本
紀
』
素
賀
国
造
条
に
は
「
橿
原
朝
世
、
始
定
二
天
下
一
時
、
従
侍
来
人
名
美
志
印
命
、
定
二
賜
国
造
一
」
と
あ
る
が
、

『
鼇
頭
旧
事
紀
』
素
賀
国
造
条
の
頭
注
に
は
「
素
賀
国
、
未
レ
考
」
と
記
す
の
み
で
あ
り
、
宣
長
以
前
は
素
賀
国
造
の
所
在
地
は
不
明

と
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、『
国
造
本
紀
之
考
』
素
賀
国
造
条
に
は
「
素
賀
の
訓
、
分
り
難
し
。
此
国
造
、
遠
江
の
次
、
駿

河
の
前
に
あ
り
て
、
駿
河
国
造
と
同
く
物
部
氏
也
。
猶
ス
ル
ガ
と
読
べ
き
に
や
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
宣
長
は
『
国
造
本
紀
』
で
素

賀
国
造
の
次
に
珠
流
河
国
造
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、
山
城
国
造
と
山
背
国
造
、
无
邪
志
国
造
と
胸
刺
国
造
、
加
我
国

造
と
加
宜
国
造
の
場
合
と
同
様
に（

（1
（

、
素
賀
国
造
と
珠
流
河
国
造
も
同
名
の
国
造
が
重
複
し
て
掲
出
さ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
の
で

あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
宣
長
は
素
賀
国
造
に
任
命
さ
れ
た
氏
族
が
、
珠
流
河
国
造
と
同
じ
く
物
部
氏
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
が（

（2
（

、
そ
の
論
拠

は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、『
国
造
本
紀
之
考
』
か
ら
約
一
世
紀
の
後
、
栗
田
寛
が
著
し
た
『
国
造
本
紀
考（

（2
（

』
素
賀
国
造
条
に
は
、

素
賀
ハ
、
今
遠
江
国
佐さ

　
の野

さ
　
や

郡
に
素
賀
村
あ
り
て
、
そ
か
と
唱
ふ
と
云
り
、
是
地
な
る
へ
し
。〈
已
前
に
、
素
賀
ハ
、
す
か
と
も

訓よ
む

へ
く
、
珠
流
河
と
音
近
け
れ
は
、
山
代
・
山
背
、
无
邪
志
・
胸
刺
な
と
の
例
に
て
、
一
国
を
二
国
に
誤
り
書か

か

る
な
ら
ん
と
思

ひ
し
ハ
非
な
り
。
遠
州
一
統
志（

（2
（

に
、
佐
野
郡
曽
我
の
川
（
略
）
あ
り
。
同
郡
の
西
掛
川
宿
の
口
、
大
池
川
の
川
上
に
、
曽
我
山

と
い
ふ
あ
れ
ハ
、
此
川
の
事
な
り
や
。
此
辺
を
曽
我
庄
と
い
へ
り
と
あ
る
ハ
由
縁
あ
り
。〉
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と
あ
る
。
こ
こ
で
栗
田
は
素
賀
国
造
と
珠
流
河
国
造
を
重
複
と
す
る
見
方
を
紹
介
す
る
も
、
そ
れ
を
斥
け
、
素
賀
国
造
の
所
在
地
は

遠
江
国
佐
野
郡
曽
我
村
を
中
心
と
す
る
地
域（

（2
（

で
あ
っ
た
と
論
じ
て
お
り
、
現
在
は
こ
ち
ら
の
説
が
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
宣
長
の
考
証
に
は
、
現
在
の
研
究
水
準
か
ら
す
れ
ば
不
十
分
な
点
も
見
受
け
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
国
造
の
所
在
地
や
配

列
の
問
題
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

か
つ
て
高
嶋
弘
志
は
、『
国
造
本
紀
』
に
お
け
る
国
造
の
配
列
は
、
基
本
的
に
は
『
和
名
類
聚
抄
』
の
国
次
に
準
拠
し
て
い
る
が
、

畿
内
に
所
在
す
る
国
造
の
配
列
に
は
差
異
が
見
ら
れ
る
と
し
、「
国
造
本
紀
」
の
畿
内
国
次
は
少
な
く
と
も
平
安
京
遷
都
以
前
の
国

次
に
も
と
づ
く
と
推
定
し
た（

（2
（

。
筆
者
も
以
前
、『
国
造
本
紀
』
に
お
け
る
畿
内
の
諸
国
造
の
配
列
が
、
天
武
十
四
年
（
六
八
五
）
に

計
一
一
氏
に
対
し
て
忌
寸
姓
を
賜
与
し
た
際
の
氏
族
の
配
列
と
合
致
し
て
い
る
こ
と
や
、
房
総
半
島
に
所
在
し
た
諸
国
造
の
配
列
に
、

養
老
二
年
（
七
一
八
）
に
安
房
国
が
分
立
す
る
以
前
の
国
次
が
反
映
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、『
国
造
本
紀
』
の
配
列
が
七
世
紀

後
半
か
ら
八
世
紀
前
半
頃
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
可
能
性
を
指
摘
し
た（

（2
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
国
造
の
所
在
地
や
配
列
の
問
題
は
、『
国
造
本
紀
』
の
成
立
・
伝
来
過
程
や
原
資
料
の
問
題
を
考
え
る
上
で
不
可

欠
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
考
証
を
深
化
さ
せ
よ
う
と
し
た
宣
長
の
姿
勢
は
、
高
く
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
点
に
関
連
し
て
注
目
す
べ
き
指
摘
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
葛
津
立
国
造
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
こ
の
国
造
の
所
在

地
は
、『
鼇
頭
旧
事
紀
』
葛
津
立
国
造
条
の
頭
注
に
「
今
肥
前
国
藤
津
郡
」
と
あ
り
、
こ
の
説
を
踏
襲
し
て
、
現
在
も
肥
前
国
藤
津

郡（
（2
（

と
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
は
た
し
て
『
国
造
本
紀
』
葛
津
立
国
造
条
に
よ
れ
ば
、
葛
津
立
国
造
の
祖
は
若
彦
命
と
さ
れ
て
い

る
が
、『
肥
前
国
風
土
記
』
藤
津
郡
能の

美み

郷
条
に
は
、
若
彦
命
（
穉
日
子
）
が
肥
前
国
藤
津
郡
の
平
定
に
活
躍
し
た
こ
と
が
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
八
年
（
八
六
六
）
七
月
十
五
日
丁
巳
条
に
は
、
肥
前
国
藤
津
郡
領
と
し
て
葛
津
貞
津

な
る
人
物
が
見
え
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
か
ら
も
、
葛
津
立
国
造
を
肥
前
国
藤
津
郡
に
所
在
し
た
国
造
と
す
る
従
来
説
は
首
肯
で
き
る
。

　

た
だ
し
、『
和
名
類
聚
抄
』
で
は
西
海
道
の
諸
国
は
、
筑
前
国
→
筑
後
国
→
豊
前
国
→
豊
後
国
→
肥
前
国
→
肥
後
国
→
日
向
国
→

大
隅
国
→
薩
摩
国
→
壱
岐
嶋
→
対
馬
嶋
の
順
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
し
た
が
う
な
ら
ば
、
葛
津
立
国
造
は
肥
前
国
に
所
在
し
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た
松
津
国
造
・
末
羅
国
造
と
並
ん
で
置
か
れ
る
は
ず
で
あ
る
が
、『
国
造
本
紀
』
で
は
西
海
道
の
末
尾
か
ら
二
番
目
（
津
嶋
県
直
の
次
、

多
褹
嶋
の
前
）
に
置
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
そ
の
理
由
が
十
分
に
説
明
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、『
国
造
本
紀
之
考
』
葛
津
立
国
造
条
に
は
「
和
名
抄
に
対
馬
下
県
郡
久
須
郷
あ
り
。
是
な
ら
む
歟
」
と
あ
り
、

宣
長
は
そ
の
所
在
地
を
対
馬
国
下
県
郡
（
実
際
に
は
同
国
上
県
郡
久
須
郷（
（2
（

）
と
推
定
し
て
い
る
。
た
し
か
に
、
葛
津
立
国
造
の
「
葛
」

に
は
「
フ
ジ
」
の
ほ
か
に
「
ク
ズ
」
の
読
み
が
あ
り
、
そ
れ
と
字
音
が
共
通
す
る
「
久
須
」
を
冠
す
る
地
名
が
対
馬
国
に
存
在
す
る

こ
と
は
留
意
さ
れ
る
。
ま
た
、「
葛
津
立
国
造
」
の
「
立
」
の
文
字
に
関
し
て
は
、『
国
造
本
紀
』
久
比
岐
国
造
条
に
「
大
和
直
」
と

あ
る
箇
所
を
、
卜
部
兼
永
本
な
ど
多
く
の
写
本
が
「
大
和
立
」
に
作
っ
て
い
る
こ
と
や
、『
粟
鹿
大
明
神
元
記
』
奥
書
に
「
神
直
氏
」

と
あ
る
べ
き
箇
所
を
「
神
立
氏
」
に
作
る
例
が
あ
る
こ
と
か
ら（

（2
（

、「
立
」
は
「
直
」
の
誤
記
で
あ
り
、「
葛
津
国
造
」
に
任
命
さ
れ
た

氏
族
の
氏
姓
（
ウ
ジ
ナ
＋
カ
バ
ネ
）
で
あ
る
「
葛
津
直
」
が
、
国
造
名
の
箇
所
に
竄
入
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る（

（2
（

。

　

と
す
る
な
ら
ば
、
葛
津
立
国
造
は
実
際
に
は
肥
前
国
藤
津
郡
に
所
在
し
た
国
造
で
あ
っ
た
が
、
現
『
国
造
本
紀
』
の
編
者
（
あ
る

い
は
『
国
造
本
紀
』
の
原
資
料
の
編
者
）
は
、「
立
」
の
文
字
が
竄
入
し
た
影
響
か
ら
か
、
そ
の
所
在
地
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
対
馬
国
上
県
郡
久
須
郷
と
の
関
係
か
ら
、
こ
れ
を
対
馬
国
に
所
在
し
た
も
の
と
判
断
し
て
、
津
嶋
県
直
条
の
次
に
葛
津
立

国
造
条
を
置
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、『
国
造
本
紀
』
葛
津
立
国
造
条
が
『
和
名
類
聚
抄
』
の
国

次
と
は
異
な
っ
た
箇
所
に
配
列
さ
れ
て
い
る
理
由
も
、
整
合
的
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ち
な
み
に
、
葛
津
立
国
造
の
ほ
か
に
『
国
造
本
紀
』
の
配
列
が
『
和
名
類
聚
抄
』
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
の
は
、
道
口
岐
閇
国

造
・
那
須
国
造
・
科
野
国
造
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
道
口
岐
閇
国
造
は
常
陸
国
多
珂
郡
道
口
郷（

（3
（

、
那
須
国
造
は
下
野
国
那
須
郡（

（3
（

、
科

野
国
造
は
信
濃
国
小
諸
郡（

（3
（

に
そ
れ
ぞ
れ
所
在
し
た
と
見
ら
れ
る
が
、『
国
造
本
紀
』
で
は
常
陸
国
・
下
野
国
・
信
濃
国
の
箇
所
で
は

な
く
、
道
口
岐
閇
国
造
は
陸
奥
国
に
所
在
し
た
道
奥
菊
多
国
造
と
阿
尺
国
造
の
間
（
東
山
道
の
途
中
）
に
、
那
須
国
造
と
科
野
国
造

は
陸
奥
国
所
在
の
諸
国
造
の
末
尾
に
置
か
れ
た
石
城
国
造
の
後
（
東
山
道
の
後
ろ
か
ら
三
番
目
と
二
番
目
）
に
置
か
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
国
造
名
に
は
、
い
ず
れ
も
文
字
に
異
同
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
道
口
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岐
閇
国
造
」
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
と
お
り
、
寛
永
板
本
が
「
道
江
岐
閇
国
造
」、『
古
事
記
』
神
代
上
が
「
道
尻
岐
閇
国
造
」
に
作

っ
て
い
る
。「
那
須
国
造
」
に
つ
い
て
は
、
伊
勢
系
写
本
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
さ
れ
る
『
鼇
頭
旧
事
紀
』
が
「
須
羽
国
造
」
に

作
っ
て
い
る
。「
科
野
国
造
」
に
つ
い
て
は
、
現
存
す
る
全
写
本
の
祖
本
に
当
た
る
卜
部
兼
永
本
が
「
神
野
国
造
」
に
作
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
異
同
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、
上
記
の
三
国
造
の
配
列
が
『
和
名
類
聚
抄
』
と
異
な
っ
て
い
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
国
造
が
『
国

造
本
紀
』
の
原
資
料
の
段
階
で
は
「
道
口
岐
閇
国
造
」・「
那
須
国
造
」・「
科
野
国
造
」
と
は
異
な
る
表
記
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

た
め
に
現
『
国
造
本
紀
』
の
編
者
（
あ
る
い
は
『
国
造
本
紀
』
の
原
資
料
の
編
者
）
が
国
造
名
を
正
確
に
理
解
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に

起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、『
国
造
本
紀
』
と
『
和
名
類
聚
抄
』
の
配
列
が
相
違
す
る
箇
所
は
、
現
『
国
造
本
紀
』
の
編
者
（
あ
る
い
は
『
国

造
本
紀
』
の
原
資
料
の
編
者
）
の
解
釈
に
よ
っ
て
、
配
列
が
意
図
的
に
変
更
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
宣
長
は
『
国
造
本
紀
之
考
』
で

こ
の
点
に
簡
単
に
触
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
指
摘
は
『
国
造
本
紀
』
の
配
列
の
問
題
を
考
え
る
上
で
重
要
な
示
唆
を
与
え

て
く
れ
る
も
の
と
言
え
る
。

結　

語

　

本
稿
で
は
、
本
居
宣
長
が
著
し
た
『
国
造
本
紀
之
考
』
を
紹
介
し
、
そ
の
校
訂
と
考
証
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
宣
長
は
、
こ
の
書

物
の
中
で
『
国
造
本
紀
』
か
ら
計
三
七
の
国
造
を
取
り
上
げ
、
国
造
の
始
祖
や
国
造
間
の
同
祖
関
係
、
そ
し
て
国
造
の
所
在
地
や
配

列
な
ど
の
点
に
つ
い
て
、
諸
史
料
と
比
較
し
な
が
ら
考
証
を
行
っ
て
い
る
。
現
在
か
ら
見
れ
ば
、
そ
の
内
容
に
は
不
十
分
な
点
も
あ

る
が
、
葛
津
立
国
造
条
の
よ
う
に
、『
国
造
本
紀
』
の
配
列
の
問
題
を
考
え
る
上
で
有
益
な
指
摘
も
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
詳
し

く
は
言
及
で
き
な
か
っ
た
が
、
天
津
彦
根
命
（
天
津
日
子
根
命
）・
建
許
呂
命
を
介
し
た
同
祖
関
係
に
対
す
る
考
証
も
、
そ
の
同
祖
関

係
の
中
核
を
占
め
る
阿
岐
国
造
の
存
在
形
態
や
、
東
北
地
方
の
諸
国
造
を
考
え
る
際
に
は
、
改
め
て
参
照
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
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『
国
造
本
紀
』
の
研
究
史
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
『
国
造
本
紀
之
考
』
は
等
閑
に
付
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
考
証
は
先
行

す
る
『
鼇
頭
旧
事
紀
』
を
補
う
も
の
で
あ
り
、
後
続
す
る
『
国
造
本
紀
考
』
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
。『
国
造
本
紀
』
に
掲
出
さ

れ
た
全
て
の
国
造
に
対
し
て
詳
細
な
注
釈
を
施
し
た
『
国
造
本
紀
考
』
を
、
本
格
的
な
『
国
造
本
紀
』
研
究
の
は
じ
ま
り
と
見
な
す

な
ら
ば
、『
国
造
本
紀
之
考
』
は
そ
の
先
駆
け
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

註

　
（
1
）　

拙
稿
「「
国
造
本
紀
」
研
究
の
現
状
と
課
題
」（
工
藤
浩
編
『
先
代
旧
事
本
紀
論
』
花
鳥
社
、
二
〇
一
九
年
）。

　
（
2
）　

寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
成
立
。
大
野
晋
編
集
校
訂
『
本
居
宣
長
全
集
』
九
～
十
二
（
筑
摩
書
房
、
一
九
六
八
～
七
四
年
）
所
収
。

　
（
3
）　
『
古
事
記
伝
』
一
之
巻
に
、「
十
の
巻
国
造
本
紀
と
云
物
と
、
是
等
は
何
の
書ふ
み

に
も
見
え
ず
、
新
に
造
れ
る
説こ
と

と
も
見
え
ざ
れ
ば
、
他

に
古
書
あ
り
て
取
れ
る
物
な
る
べ
し
」
と
あ
り
、『
同
』
二
十
九
之
巻
に
も
「
旧
事
紀
な
る
国
造
本
紀
と
云
物
に
、
国
々
の
国
造
を
挙

た
る
に
も
、
多
く
此
御
世
（
成
務
朝
―
筆
者
注
）
に
定
賜
へ
る
事
を
云
り
。
此
国
造
本
紀
、
全
く
は
信
じ
が
た
き
事
も
あ
れ
ど
、
ひ
た

ぶ
る
に
由
な
き
事
と
は
見
え
ず
、
拠
よ
り
ど
こ
ろは
あ
り
け
む
か
し
」
と
あ
る
。

　
（
4
）　

請
求
記
号　

本
居
一
一
七
：
四
三
七
：
記
一
四
五
。
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
編
『
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
所
蔵　

本
居
文
庫
目
録
』

（
雄
松
堂
出
版
、
一
九
九
七
年
）。

　
（
5
）　

請
求
記
号　

四
六
―
三
七
―
三
。

　
（
6
）　

請
求
記
号　

Ｍ
〇
一
三
六
二　

一
―
二
〇
二
。

　
（
7
）　

大
野
晋
・
大
久
保
正
編
集
校
訂
『
本
居
宣
長
全
集
』
二
〇
（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
五
年
）
所
収
。

　
（
8
）　

寛
永
二
十
一
年
（
一
六
四
四
）
に
開
板
さ
れ
た
刊
本
で
あ
る
。
拙
著
「『
国
造
本
紀
』
の
書
誌
学
的
検
討
」（『
日
本
古
代
の
氏
族
と

系
譜
伝
承
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
七
年
、
初
出
二
〇
一
三
年
）
参
照
。
な
お
、『
先
代
旧
事
本
紀
』
の
諸
本
に
つ
い
て
は
、
松
本
弘

毅
「『
先
代
旧
事
本
紀
』
の
諸
本
研
究
を
め
ぐ
る
現
状
と
課
題
」（
工
藤
浩
編
『
先
代
旧
事
本
紀
論
』
前
掲
）
が
詳
細
な
整
理
を
行
っ
て

い
る
。

　
（
9
）　

北
岡
四
良
・
岡
本
勝
・
間
宮
忠
夫
編
『
本
居
宣
長
記
念
館
善
本
目
録
』（
松
阪
市
教
育
委
員
会
、
一
九
七
三
年
）。
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（
10
）　

山
田
氏
所
蔵
本
を
、
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
に
松
岡
玄
達
（
一
六
六
八
～
一
七
四
六
）
が
書
写
し
、
そ
れ
を
さ
ら
に
元
文
四
年
（
一

七
三
九
）
に
桂
氏
頼
な
る
人
物
が
書
写
し
た
も
の
が
、
現
在
、
無
窮
会
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　
（
11
）　

岡
部
譲
編
『
大
山
為
起
翁
記
念
篇
』（
一
九
一
九
年
）、
西
田
長
男
「
大
山
為
起
の
学
問

―
そ
の
校
訂
本
『
先
代
旧
事
本
紀
』
を
通

じ
て

―
」（『
朱
』
二
四
、
一
九
八
〇
年
）、
同
「
大
山
為
起
」（『
朱
』
二
九
、
一
九
八
五
年
）、
千
葉
真
也
「
本
居
宣
長
手
沢
本
旧
事

記
ま
た
は
大
山
為
起
校
訂
本
旧
事
記
に
つ
い
て
」（『
朱
』
三
六
、
一
九
九
三
年
）。

　
（
12
）　

伊
勢
外
宮
の
権
禰
宜
を
務
め
た
度
会
延
佳
（
一
六
一
五
～
九
〇
）
が
、
諸
本
を
対
校
し
て
『
先
代
旧
事
本
紀
』
の
本
文
を
校
訂
し
、

頭
注
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
成
立
、
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
刊
行
。
拙
著
「『
国
造
本
紀
』
の
書
誌
学

的
検
討
」（
前
掲
）
参
照
。

　
（
13
）　

以
下
、『
国
造
本
紀
』
の
引
用
文
に
つ
い
て
は
、
拙
編
「
校
訂　

国
造
本
紀
」（
篠
川
賢
・
大
川
原
竜
一
・
鈴
木
正
信
編
『
国
造
制
の

研
究
』
八
木
書
店
、
二
〇
一
三
年
）
に
よ
る
。

　
（
14
）　
「
下
に
」
と
は
「
下
段
で
言
う
と
こ
ろ
の
」
と
い
う
意
味
と
思
わ
れ
る
。

　
（
15
）　

現
在
の
茨
城
県
常
陸
太
田
市
・
久
慈
郡
一
帯
に
比
定
さ
れ
る
。

　
（
16
）　

現
在
の
宮
城
県
大
崎
市
一
帯
に
比
定
さ
れ
る
。

　
（
17
）　

国
造
の
所
在
地
の
比
定
は
、
佐
伯
有
清
・
高
嶋
弘
志
編
『
国
造
・
県
主
関
係
史
料
集
』（
近
藤
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）、
拙
編
「
国

造
関
係
史
料
集
」（
篠
川
賢
ほ
か
編
『
国
造
制
の
研
究
』
前
掲
）
な
ど
に
よ
る
。
以
下
同
じ
。

　
（
18
）　

現
在
の
山
口
県
山
口
市
南
部
に
比
定
さ
れ
る
。

　
（
19
）　

こ
れ
ら
の
諸
国
造
は
、
か
つ
て
は
重
複
記
載
と
見
な
さ
れ
て
い
た
が
（
吉
田
晶
「
国
造
本
紀
に
お
け
る
国
造
名
」（『
日
本
古
代
国
家

成
立
史
論
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
三
年
、
初
出
一
九
七
一
年
）
な
ど
）、
設
置
時
期
・
始
祖
・
系
譜
な
ど
が
互
い
に
異
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
国
造
に
任
命
さ
れ
る
氏
族
（
国
造
氏
）
を
二
氏
ず
つ
掲
載
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
篠
川
賢
「「
国
造
本
紀
」
の

再
検
討
」（『
日
本
古
代
国
造
制
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
年
））。

　
（
20
）　
『
国
造
本
紀
』
珠
流
河
国
造
条
に
は
「
志
賀
高
穴
穂
朝
世
、
以
二

物
部
連
祖
大
新
川
命
児
片
堅
石
命
一

、
定
二

賜
国
造
一

」
と
あ
り
、『
天

孫
本
紀
』
に
も
「
物
部
片
堅
石
連
公
、
駿
河
国
造
等
祖
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
珠
流
河
国
造
に
任
命
さ
れ
た
氏
族
が
物
部
氏
に
連
な
る
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系
譜
を
称
し
て
い
た
こ
と
は
確
認
で
き
る
。

　
（
21
）　

栗
田
寛
『
国
造
本
紀
考
』（
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
成
立
、
鎌
田
純
一
校
注
『
神
道
大
系
古
典
編
8　

先
代
旧
事
本
紀
』（
神
道
大

系
編
纂
会
、
一
九
八
〇
年
）
所
収
）。

　
（
22
）　

村
松
喜
許
『
遠
州
一
統
志
』（
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
成
立
）。
内
閣
文
庫
所
蔵
（
請
求
記
号　

一
七
三
―
〇
〇
六
二
）。

　
（
23
）　

現
在
の
静
岡
県
掛
川
市
高こ
う

御ご

所し
よ

曽
我
山
を
遺
称
地
名
と
し
、
掛
川
市
北
部
一
帯
に
比
定
さ
れ
る
。

　
（
24
）　

高
嶋
弘
志
「
解
題
」（
佐
伯
有
清
・
高
嶋
弘
志
編
『
国
造
・
県
主
関
係
史
料
集
』
前
掲
）。

　
（
25
）　

房
総
半
島
の
諸
国
は
『
和
名
類
聚
抄
』
で
は
安
房
国
→
上
総
国
→
下
総
国
の
順
に
並
ん
で
い
る
の
に
対
し
、『
国
造
本
紀
』
で
は
須

恵
国
造
→
馬
来
田
国
造
→
上
海
上
国
造
→
伊
甚
国
造
→
武
社
国
造
→
菊
麻
国
造
→
阿
波
国
造
→
印
波
国
造
→
下
海
上
国
造
の
順
（
令
制

国
で
言
え
ば
上
総
国
→
安
房
国
→
下
総
国
の
順
）
に
並
ん
で
お
り
、
そ
こ
に
は
養
老
二
年
（
七
一
八
）
に
安
房
国
が
分
立
す
る
以
前
の

国
次
が
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
拙
稿
「『
国
造
本
紀
』
研
究
の
現
状
と
課
題
」（
前
掲
）
参
照
。

　
（
26
）　

現
在
の
佐
賀
県
鹿か

島し
ま

市
・
嬉
野
市
・
太た

良ら

町ち
よ
う

一
帯
に
比
定
さ
れ
る
。

　
（
27
）　

宣
長
は
「
下
県
郡
久
須
郷
」
と
す
る
が
、
実
際
に
久
須
郷
が
含
ま
れ
る
の
は
上
県
郡
（
現
在
の
長
崎
県
対
馬
市
北
部
に
比
定
さ
れ
る
）

で
あ
る
。

　
（
28
）　

拙
稿
「『
粟
鹿
大
明
神
元
記
』
の
写
本
系
統
」（『
大
神
氏
の
研
究
』
雄
山
閣
、
二
〇
一
四
年
、
初
出
二
〇
一
二
年
）。

　
（
29
）　

同
様
に
「
笠
臣
国
造
」・「
津
島
県
直
」
も
、
本
来
は
国
造
（
県
造
）
に
任
命
さ
れ
た
氏
族
の
氏
姓
を
意
味
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
国
造
名
の
箇
所
に
氏
姓
が
竄
入
し
た
こ
と
の
背
景
に
は
、
国
造
に
任
命
さ
れ
た
氏
族
は
「
ク
ニ
の
名
（
国
造
国
名
）
＋

カ
バ
ネ
」
の
氏
姓
を
称
す
る
（「
ク
ニ
の
名
（
国
造
国
名
）」
は
そ
の
国
造
に
任
命
さ
れ
た
氏
族
の
ウ
ジ
ナ
と
一
致
す
る
）
と
い
う
原
則

が
存
在
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
拙
稿
「
国
造
の
氏
姓
と
「
ク
ニ
の
名
」」（『
日
本
古
代
の
氏
族
と
系
譜
伝
承
』
前
掲
）
参
照
。

　
（
30
）　

現
在
の
茨
城
県
日
立
市
・
高
萩
市
・
北
茨
城
市
一
帯
に
比
定
さ
れ
る
。

　
（
31
）　

栃
木
県
那
須
郡
・
那
須
塩
原
市
・
大
田
原
市
一
帯
に
比
定
さ
れ
る
。

　
（
32
）　

現
在
の
長
野
県
上
田
市
・
東と
う

御み

市
・
小
諸
市
・
小
諸
郡
一
帯
に
比
定
さ
れ
る
。

�

（
文
部
科
学
省
教
科
書
調
査
官

成
城
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学
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俗
学
研
究
所
研
究
員
）




